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	昨日、第５回職場集会を開催し、人勧期第４次全国統一行動に町職も参加しました。

２年連続の給与・一時金引下げと56歳からの給与一律引下げを柱とした勧告の不当性と60時間超の超勤の算定見直しや2013年からの定年延長の方向等の成果、そして、今後、政府、人事院、自治体当局との交渉を強化するため、自治労に結集したたかいを前進させることを職場集会で確認しました。
	
	
	



	公務員連絡会は、勧告が内閣と国会に提出されたことを受け、官房長官、総務大臣、厚生労働大臣に対して要求書を提出し交渉を行いました。（要求の概要は以下のとおり）

①50歳台後半層の給与引下げは行わないこと

②2013年度から、65歳までの段階的な定年延長が実施できるよう検討作業を行うこと

③公務員の労働基本権、団体交渉に基づく賃
	
	
	金・労働条件決定制度を確立するため、次期通常国会で関係法律を改正すること

政府は10日、第１回給与関係閣僚会議を開きました。しかし、労働基本権制約の代償措置として人事院勧告は尊重する必要があるとの基本認識では一致したものの、検討すべき課題が多いとし、引き続き検討していくことを確認するに止まりました。





＝北方領土返還要求「2010平和行動in根室」が開催されます＝

	連合は、「日米地位協定の抜本的見直し」、「核兵器廃絶」、「北方四島一括返還」などを課題に、北海道から沖縄までを会場に『平和行動』という現地集会を取り組んでいます。

連合が重視しているのは「現地を見て、現状や解決に向け、みんなが考え、行動する」です。今年は６月に沖縄からスタートし、広島、長崎と取り組みました。

そして９月は、北海道です。「北方領土返還要求 2010平和行動in根室」が右のとおり開催されます。

自治労道本部もこの集会を機に北方領土返還運動の気運を盛り上げるため、全道に積極的な参加を呼びかけています。
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～良書ノススメ～ ｖｏｌ．弐 


本企画は、序章で触れていませんでしたがフィクション、ノンフィクション、あらゆる思想・哲学、古典、右左…ジャンルを問わずとりあえず読んで損は無いもの、読んでおくべきものという視点で選んでいるつもりです。


さて、今回紹介の本は、読んだことのある人もたくさんいると思います、大ベストセラー「バカの壁」です。著者はご存知、養老孟司です。この本を読むと、とにかく既成の概念（その概念自体は、いわゆる自分の思い込みともいえる観念）や、物の見方が変わってしまうことでしょう。また、読んだ後は、自分自身が多くの壁を持っていたり、身近なところで毎日のようにバカの壁がある（起こっている）ことに気付かされます。


「個性を発揮しろというのは欺瞞です。」「昨日の自分と今日の自分は別人？」「知識と常識って全く別物。」「公平、客観・中立なんてありえない。」等々、次々と自分の考えとは全く異なる概念を、ユーモアある養老節で語りかけてきます。


マスコミの報道に流されず、根拠の無い話を鵜呑みにせず、自分の考えをしっかり持たなくては、あなたもバカの壁の外へは行くことが出来ません。いや、バカの壁があることさえ気付かないのです。本書をしっかりと読んで、ちょっと先を考えられる自分、流されない自分をつくるというのはいかがでしょうか。　　（Ｋ）
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６月１４日から「男女平等」「選挙闘争」「人勧期闘争」と続けてきた集中発行は今号で締めです。











本年の給与勧告の不当性


２年連続で月例給・ボーナスとも引下げ


平均年間給与は△9.4万円（△1.5％）





①公務員給与が民間給与を上回るマイナス較差（△0.19％）解消のため、月例給の引下げ


　※56歳以上の職員の俸給支給額の定率で減額


※40歳台以上の俸給表の引下げ改定





②期末・勤勉手当（ボーナス）の引下げ


（△0.2月分）年4.15月分⇒年3.95月分








北方領土返還要求について連合の訴え





日本固有の領土である択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島が旧ソビエトに不法占拠されてから今年で65年になる。連合は、①18年続いているビザなし交流に今後も積極的に参加していく　②択捉島にある「旧紗那郵便局」と「択捉水産会事務所」の建物保存の取り組みを進める　この二つを大きな課題に、平和と友好を希求する労働組合の立場から、今後も運動を強力に進めていく。連合は、「北方四島の一括返還」と「日ロ平和条約の締結」を強く求め、民主党政権が領土交渉に対して強力に取り組むことを期待している。


　　　　　（昨年の2009平和行動in根室から）　





◆庁舎ホールに北方領土返還要求署名のコーナーが設置されています。８月３日のメールでも協力が呼びかけられています。


◆11日現在の署名は７人。ポケットティシュは随分と減ってきているのですが…。ぜひ！














８月１５日（日）午後７時　　津別神社境内


実行委員会では「浴衣を着て踊ろう」と呼びかけています。ぜひ！





北方領土返還要求02010平和行動in根室


■ 日時　９月１１日（土）～１２日（日）


■ 会場　根室市


９月１１日（土）


北方四島学習会（15：00～17：00）


　セミナー① ふるさと北方四島への思い


　セミナー② 北方四島の今を知ろう


　セミナー③ 北方四島漂流物調査報告


　セミナー④ 北方四島の諸問題


　セミナー⑤ ロシア風水餃子“ペリメニ”づくり





９月１２日（日）


2010平和ノサップ集会（11：00～12：00）


2010平和ノサップ集会記念「根室うまいもん祭り」


町職は車１台で参加／希望者は書記長の山田へ

















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


